
下水道長寿命化計画の検討フロー（マンホールふた）

※1

※1 マンホールふたの診断は、損傷劣化による判定に加えて、設置基準による判定により、
　　 現在の設置環境に不適合となっているものの抽出が重要。

※2 マンホールふたの修繕は、部品交換や基礎調整部の修復などを指す。但し、陳腐化が
　　 著しいもの、部品調達が困難なものは、修繕による効果が期待できない為、対象外とする。

 

情報システム
（データベース）

診断

改築

改築不要

マンホールふた維持管理
マニュアル（案）等に準拠
[事業体独自の基準・調査

判定項目設定可]

下水道長寿命化計画の策定

更新

　（基本情報：マンホールふたの全体概要把握）

 マンホールふたの設置環境（車道/歩道の区分
　　　　　　　　　　　　・人孔深≪転落防止の要否≫　等）
 マンホールふたの属性（材質・支持構造・開閉方法
　　・連結構造（蝶番）・表層構造・セキュリティ構造（錠）
　　　　　　　　・圧力解放耐揚圧性能の有無　等）

　対象施設の選定
　（検討対象区域・路線等の選定）

　調査と調査判定項目
　　・維持管理情報の収集・整理
　　・マンホールふた詳細調査
　　・調査判定項目

日常・定期点検の実施

清掃・修繕等の実施

（基本情報）

施設情報

工事情報

（日常的な維持管理）

維持
又は
修繕

長寿命化対策検討不要の
理由の整理
　・標準耐用年数を経過し、
    損傷劣化が著しいもの
　・陳腐化が著しいもの
　・部品調達が困難なもの

改築必要

※2


